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「ユビキタス」という言葉は、いまや政府のIT計画にも登場し、

将来のIT社会像を表すものとして使われている。「どこにでも存

在する」という意味を持つこの言葉を社名にしたのが、株式会

社ユビキタスだ。極小サイズのネットワークOSを開発して普

及させることで、ユビキタス社会の実現に貢献していくという。

同社のCTOであり、開発の中心的存在でもある鈴木仁志専務

取締役に、起業のきっかけや将来の展望について伺った。

株式会社ユビキタスのプロフィール

●所在地　東京都新宿区新宿

●設立年月　2001年5月7日

●代表取締役社長　中山 佳久（なかやま よしひさ）

●社員数　12名（2006年2月現在）

●ウェブ　http://www.ubiquitous.co.jp/

●事業内容　ユビキタスネットワークの促進に向けた、
世界最小・最軽量・最速の組み込ソフトウェア、
ネットワークOSの開発など

世界最小、最軽量、最速のネットワークOSで
ユビキタス社会を実現する！

ユビキタス
日 本 の 注 目 ベ ン チ ャ ー 企 業
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た、住宅設備やインテリジェントビルと

いった、いわゆる高層ビルでのセンサー

ネットワークや制御系などのインフラとし

て使われています。電灯やエアコンの制

御で、30階の電球が切れたら IPネット

ワーク経由でアラートを発生させると

いったことですね。

また、エンターテインメント系としてニ

ンテンドー DS にも採用されています。

弊社のお客様は家電メーカーが多いので

AV機器などもありますが、DLNAにも

対応しているということで採用されてい

ます。DLNAに対応している各社のプラ

ズマTV、液晶、DVDレコーダーなどで

す。いろいろなものがあるんですが、今

はそれらがIPネットワークに接続してい

こうという状況ですので、それに向けた

製品を広く対象としています。

■ 世界最小、最軽量、最速のネットワー

クOSと謳われていますが、これはどう

いった利点があるのでしょうか。

世界最小、最軽量、最速の

ネットワークOSを開発

■ 取り組んでいる事業の概要をご説明

いただけますか。

● ubiquitous TCP/IP-OSというネット

ワークOSを開発して提供しています。

これは、実用に堪えるTCP/IPのプロト

コルスタックを、可能な限り小さなソース

で実現しようというものです。

TCP/IPの通信を実現するためだけに

カーネルを設計して、その上でTCP/IP

のプロトコルスタックを動かすということ

をしています。

実際に使われているものでは、たとえ

ば東芝のウェブカメラなどがあります。ま

● わかりやすくいうと、メモリーの容量

が少ない環境でも、ネットワーク機能を

実現できるということです。それは、同じ

ことをやるのに、より安いハードウェアで

済むということです。ハードウェアのコス

トというのはどんどん下がっています。1

万円のコストがかかったものが、1000円

でできるようになりました。同じく、昔は

1000円でできていたものは、今はさらに

安くなっているわけです。常にそういう

コストの差というものは存在します。そ

れを考えると、小さなリソースでしかも

安いハードウェアでもネットワーク機能を

付加できる、実現できるというのは意味

のあることだと信じてやっています。

Linuxが動くハードウェアもどんどん安

くなっていますが、常にそれよりも安い

ことに意味のある分野というのは存在す

るわけです。そこをターゲットにしていこ

うという感じですかね。

世界一を実現できたのは

ゼロから開発したおかげ

■ 世界一小さいということですが、それ

を実現するための特殊な技術や画期的

なノウハウがあったのでしょうか。

● まったくゼロから書き始めたというこ

とでしょうか。とにかくネットワーク機能

を実現するということしかターゲットにし

●鈴木 仁志
■ 編集部

Photo:渡 徳博

ユビキタスの通信プロトコルスタック
が搭載されているニンテンドーDS。
SSLなどの機能も実現されている。
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ていなかったわけです。派手なGUIだ

とか、どんなウェブページでも表示でき

るブラウザーの機能などは考えませんで

した。とにかくネットワーク機能を実現し

たかったので、そのための最小限のカー

ネル機能というのはどういうものなのか

と考えていった結果、余計なものは何も

付けなかったということです。

■ 小さくて軽いので、ハードウェアリ

ソースも小さくできるということですが、

物理的なサイズを小さくできるというメ

リットもありますよね。

● 例としてわかりやすいものだど、ニン

テンドーDSがあります。ゲーム機という

のは限られたハードウェア仕様なので、

使えるCPUやメモリーリソースも限られ

てきます。じゃあどうすればそこに収め

られるかという話になりますが、パ

フォーマンス面、プログラムのサイズにお

いても、それをクリアできました。ゲーム

機ですから、ゲームに最大限のリソース

を確保しなければいけません。ネット

ワーク機能を入れたら、ゲームのための

容量が足りなくなったというのでは本末

転倒で、たくさんのリソースを残せるから

われわれの製品を気に入ってもらえたと

いうことですね。

アプライアンスがつながる環境を

作るために会社を設立

■ 社名がユビキタスといとうことで、まさ

にネットワークOSのために立ち上げた

会社だと思いますが、小さなネットワー

クOSを作ろうとしたきっかけというのは

なんでしょうか。

● 弊社の会長（末松亜斗夢氏）のビジョ

ンがすべての発端です。これからはアプ

ライアンスがサーバーを介してつながっ

て、なんらかのソリューションを提供する

時代になるというビジョンがありました。

そのための基礎技術をサーバー側、アプ

ライアンス側にも提供できる会社を作ろ

うというのがきっかけです。

ただ、最初からネットワークOSを作ろ

うと考えていたわけではありません。具

体的に何をやるかは決めておらず、どう

したらビジョンを実現できるのかを試行

錯誤していました。それで、先ほども話

したように、要は作ってみたかったんで

すね。どれだけ小さなものでネットワー

ク機能を付加できるのか。

最初はZ80にいろいろ組み込んで、デ

モ用のバージョンができたので、それを

各メーカーに売り込みました。ただ、反

応はよかったのですが、すぐにビジネス

には結びつきませんでした。その後、東

芝のウェブカメラに採用されたというのが

大きな転換期でした。競合製品に比べて

圧倒的に少ないリソースと安いハード

ウェアで同等の機器ができると。そのこ

ろは採用実績なんてまったくなかったの

に採用してもらえて、東芝には感謝して

います。

■ 最初に描いていたビジョンで、プロト

コルはTCP/IPだと決めていたのです

か。

● いえ、まったく。そういう構造が将来

できあがるから、その上で何かしようと。

それで、ネットワークというからにはつな

がらなければ価値がないわけですから、

標準規格に乗るのがいい。標準は何か

というと、TCP/IPしか考えられないとい

う結論になりました。そこら中にあるア

プライアンスということで、ユビキタスな

んていうベタな名前にしました。

当時は、ユビキタスコンピューティング

オフィスの入り口に設置されたカメラは、ユビキタスのOSが採用されたもの（写真右上）。現
在12名いるスタッフは今後さらに増えるとのことで、近々新しいオフィスへ移転する予定。
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やユビキタスネットワークというコンセプ

トも、今のようには知られていなくて、そ

のときに本を出していたのは野村総研く

らい。e-Japan構想が始まって、日本でIP

ネットワークをインフラとして光ファイバー

を敷きましょうという構想が出始めたとき

です。ユビキタスという言葉で、ソフト

ウェアやビジネスをどうとかいう話はあり

ませんでした。

クライアント／サーバーというのは、昔

の考え方では、サーバーが中心にあっ

て、その周りにPCが存在するというもの

です。われわれのビジョンでは、無数の

サーバーがあって、それぞれはDLNAに

対応したDVDレコーダーやデジタルカメ

ラ、ゲーム機だったりします。そのなか

に蓄積されているデータを、いかにクラ

イアントデバイスから利用するか。中心

にPCがあってもいいですが、家庭内で

はおそらくテレビが主役になるのではな

いかと思っています。

われわれの仕事というのは、そのテレ

ビ側の真ん中ではなくて、周辺に無数に

存在するデバイス側で使うソフトウェアを

作るというものです。

■ そのクライアント／サーバーというの

は、たとえばカメラの中にある写真デー

タをテレビで表示させるというものです

ね。P2Pのようにデバイス同士が対等に

通信するというものとは違うのですか。

●そういったことにも使えます。メッシュ

ネットワークにも近付いてきていると思い

ます。今後は、いろいろなモノ同士が通

信をするようになります。任天堂のゲー

ムも同じですが、ネットを通じて太平洋を

越えた国のプレイヤーと遊ぶという以外

に、ここにいる4人でメッシュネットワー

クのようにして遊ぶこともできるという風

に垣根がなくなってくると思います。

■ 何人ぐらいで開発されたのですか。

また、ご苦労された点などは。

● 私1人だけで開発しました。簡単だっ

たとはいいませんけれども、楽しく作る

ことができました。勝手知ったるZ80で

すからね（笑）。私はマイコン少年で、若

いときからずっとプログラミングをやって

きましたから。

安くて軽いというのは絶対的な正義

普及させるためには必要なこと

■ ユビキタス環境に向けたOSを作ろう

と決まったときに、コストを優先しようと

いうことで、小さなものをと考えたので

すか。

● 実は、あまりそういうわけでもないん

ですよ。本音をいうと、単に小さいもの

を作るのが好きなんですよ（笑）。小さい

ものを作って自慢したいっていう気持ち

があって、その思いに動かされたという

ことが大きいんじゃないですかね。

小さければ何が起きるかというと、半

導体を作る側からするとコスト、半導体

を使う立場からするとパフォーマンスに

効いてきます。ですから、小さいがゆえ

に高速であり、高性能であるっていう組

み込みの世界で一番正しい道だと思い

ます。同じ機能であれば、コードが少な

いほうが絶対的にいい。

最近はハードウェアのパワーが上がっ

てきているので、みなさんどんどんソフ

トウェアに機能を追加しようと考えてい

ます。もちろん、そういう道もあっていい

ですし正しいとは思いますが、それだと

エアコンにIPネットワークを付けよういう

ところまでは普及しません。できるかも

しれないけれど、時間がかかってしまい

ます。そのハードウェアコストはプラス

3000円ですよっていったら、誰もそんな

ものは付けたいとは思わないですよね。

ところが、それが100円でできるように

なったら、いろいろなものに載せてみよ

うと思うようになります。これは真実で、

安くて軽いというのは、絶対的な正義な

んですよ。

思いもよらないモノ同士が

つながった世界が楽しみ

■ これからの夢や、世の中にどういった

ことを提供していきたいと考えているか

お聞かせください。

● 非常に単純に、「え、こんなものをつ

ないでどうするの?」というような、あっと

驚くようなものをネットワークにつないだ

ときに、どんなことが起こるのかなってい

うことにワクワクしていて、そういうもの

に参加していきたいですね。それが与え

る社会的影響までは、実際に見てみない

とわからないですけど、ソフトウェアの職

人を目指しているので、納得できるいい

ものを提供していきたいと思っています。

そして、その社会的な価値は、みなさん

で判断してほしいと。あと、小ささにも

こだわっていきたいですね。

■ ありがとうございました。
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